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七
飯
町
農
業
委
員
会　
　

会
長　

久
保
田　

隆
博

　

日
頃
よ
り
七
飯
町
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
協
力

を
頂
き
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
の
趣
旨
は
農
業
者
へ
は
意
欲
の
喚
起
と
、

町
民
の
皆
様
に
対
し
て
は
食
糧
の
泉
源
で
あ
る
農

地
、
そ
れ
を
守
る
農
業
委
員
会
活
動
を
知
っ
て
頂

く
こ
と
が
食
糧
の
安
全
確
保
に
繋
が
る
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

戦
時
中
国
民
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
農
地

転
用
が
国
家
の
統
制
と
な
り
、
戦
後
の
農
地
改
革

で
は
小
作
制
度
の
廃
止
、
地
主
か
ら
国
家
が
農
地

を
買
い
取
り
、
そ
の
農
地
を
耕
作
者
に
売
渡
し
、

１
９
５
２
年
に
農
地
法
が
制
定
さ
れ
改
正
を
重
ね

て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
農
地
法
の
原
点
は
農
地
を
買
う
、

借
り
る
権
利
は
耕
作
者
の
み
で
す
。
そ
れ
は
時
代

の
背
景
に
あ
る
食
糧
危
機
へ
の
対
処
で
す
。

　

世
界
の
国
が
飢
餓
に
よ
る
人
口
の
減
、
人
類
の

移
動
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
食
糧
需
給
率

が
40
％
ま
で
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
現
実
が
こ
れ
か

ら
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
行
く
の
か
演
繹
的

に
解
釈
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

前
述
し
た
こ
と
は
本
紙
を
読
む
に
あ
た
り
、
先

に
知
っ
て
頂
け
れ
ば
何
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

の
か
を
深
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

豊穣の秋　9月 3日に始った工藤誠一さん方 (鶴野 ) での稲刈り豊穣の秋　9月 3日に始った工藤誠一さん方 (鶴野 ) での稲刈り

七飯町

農業委員会だより
第２号

平成24年
10月発行
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農
業
委
員
会
の
役
割

◎
農
業
委
員
会
の
性
格
と
業
務
に
つ

い
て

　

農
業
委
員
会
は
、
地
方
自
治
法

及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、「
農
業
委
員
会
法
」）
に

よ
っ
て
市
町
村
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
公
職
選
挙
法
を
準
用
し
た
選

挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
農
業
委
員
を

中
心
に
構
成
さ
れ
る
合
議
体
の
行
政

機
関
で
す
。

　

農
業
委
員
会
が
行
う
業
務
は
農
業

委
員
会
法
第
６
条
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
主
に
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
法
令
に
基
づ
く
必
須
業
務
（
農
業

委
員
会
法
第
６
条
第
１
項
）

　

農
業
委
員
会
の
み
が
そ
の
権
限
に

基
づ
い
て
行
う
業
務
で
、
農
地
の
権

利
移
動
に
つ
い
て
の
許
認
可
や
農
地

転
用
の
業
務
を
中
心
と
し
た
農
地
行

政
の
執
行
を
は
じ
め
、
農
地
に
関
す

る
資
金
や
税
制
な
ど
に
か
か
わ
る
業

務
も
含
ま
れ
、
地
域
に
お
け
る
土
地

利
用
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
優
良
農

地
の
確
保
と
有
効
利
用
に
と
っ
て
特

に
重
要
な
業
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
農
業
振
興
に
係
る
業
務
（
農
業
委

員
会
法
第
６
条
第
２
項
）

　

農
業
委
員
会
の
専
属
的
な
業
務

（
法
令
業
務
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
農

地
の
利
用
調
整
を
中
心
に
地
域
農
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
業

務
で
す
。
育
成
す
べ
き
農
業
経
営
の

目
標
を
定
め
た
市
町
村
の
「
基
本
構

想
」
の
実
現
に
向
け
た
認
定
農
業
者

の
育
成
や
農
地
の
利
用
集
積
、
農
業

経
営
の
法
人
化
等
を
進
め
る
取
り
組

み
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
お
よ
び
農
業
者
に
関

す
る
調
査
研
究
や
情
報
提
供
に
関
す

る
業
務
に
つ
い
て
も
、
農
業
の
発
展

と
農
業
者
の
地
位
向
上
を
図
る
と
共

に
各
種
業
務
を
円
滑
に
行
う
基
盤
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
意
見
の
公
表
、
建
議
及
び
諮
問
に

対
す
る
答
申
（
農
業
委
員
会
法
第

６
条
第
３
項
）

　

農
業
委
員
会
の
行
政
機
関
と
し
て

の
性
格
で
は
な
く
、
農
業
者
の
公
的

代
表
機
関
と
し
て
の
性
格
を
前
面
に

押
し
出
し
た
も
の
で
、
地
域
内
の
農

業
お
よ
び
農
業
者
に
関
す
る
す
べ
て

の
事
項
に
つ
い
て
、
意
見
を
公
表
し

た
り
、
行
政
庁
に
建
議
し
、
或
い
は

行
政
庁
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申

す
る
業
務
で
す
。

　

地
域
の
農
業
や
農
業
者
の
立
場
に

立
っ
て
、
進
む
べ
き
方
向
と
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
政
策
の
在
り
方
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
農
業
者

の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
農
業
委
員

で
構
成
さ
れ
る
農
業
委
員
会
の
大
事

な
役
割
で
す
。

農
業
委
員
会
総
会
の

開
催

　

総
会
は
、
合
議
体
で
あ
る
農
業
委

員
会
の
最
高
議
決
機
関
で
す
。
通
常

会
長
が
招
集
し
、
月
1
回
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
総
会
は
、
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
第
6
条
で
農
業
委
員
会

が
処
理
す
べ
き
事
項
を
審
議
あ
る
い

は
協
議
し
、
決
定
し
て
い
く
場
で

す
。

平成24年度、今後の農業委員会総会開催予定日は次のとおりです。

総会名 開　　催　　日 開　催　場　所 許可申請書等
の 提 出 期 限

第17回 平成24年10月25日（木） 農業委員会会議室 10月11日（木）
第18回 平成24年11月26日（月） 〃 11月12日（月）
第19回 平成24年12月21日（金） 〃 12月 7日（金）
第20回 平成25年 1月23日（水） 〃  1月10日（木）
第21回 平成25年 2月25日（月） 〃  2月12日（火）
第22回 平成25年 3月25日（月） 〃  3月11日（月）
※日程は変更になる場合があります。農業委員会事務局にお問い合わせください。

第
11
回　

平
成
24
年
4
月
25
日

・
農
地
法
第
3
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
所
有
権
移

転
）　

1
件
 
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）　

4
件

 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）

4
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て　

2
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
（
可
決
）

第
12
回　

平
成
24
年
5
月
25
日

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）　

3
件

 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）

5
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
（
可
決
）

第
13
回　

平
成
24
年
6
月
26
日

・
農
地
法
第
4
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
知
事
許
可
）

1
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）　

2
件

 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）

7
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

　

4
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
（
可
決
）

第
14
回　

平
成
24
年
7
月
25
日

・
農
地
法
第
3
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
使
用
貸
借
）

1
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）　

3
件

 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）

2
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

　

1
件
 …
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
地
法
第
3
条
第
2
項
第
5
号
に

定
め
る
下
限
面
積
の
設
定
に
つ
い

て
 …
…
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

第
15
回　

平
成
24
年
8
月
24
日

・
農
地
法
第
3
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
所
有
権
移

転
）　

2
件
 
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）
1
件
  

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
（
可
決
）
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活 動 報 告
６
月
26
日

流
山
農
地
調
査

　

東
大
沼
・
軍
川
地
区
で

営
農
し
て
い
る
、
農
業
生

産
法
人
「
㈱
流
山
」
所
有

農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
昨
年
に
続
き
委
員
全

員
で
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
社
長
の
宮
本
さ

ん
よ
り
今
年
の
作
付
け
状

況
や
今
後
の
営
農
予
定
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

９
月
４
日
〜
５
日

視　

察　

研　

修

　

例
年
委
員
研
修
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
視
察
研
修
を
本
年

は
、南
幌
町
の
農
業
生
産
法
人
（
有
）

ほ
な
み
・
恵
庭
市
の
農
業
生
産
法

人
（
有
）
余
湖
農
園
を
訪
問
し
、
法

人
化
営
農
の
状
況
説
明
や
大
規
模
区

画
の
圃
場
や
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
し

た
。
翌
日
は
蘭
越
町
農
業
委
員
会
へ

お
邪
魔
し
、
昨
今
の
課
題
で
あ
り
ま

す
「
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取

組
み
」
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
蘭
越

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

■主要農作物の生育状況（本年）　　　      　　
　今年も暑さが続き雨の少ない夏でしたが、気になる主要な農作物の生育状況を、渡島農業改良普及センターの
ホームページで確認してみました。（一部抜粋し掲載しています。）

（資料：渡島農業改良普及センター）24.9.1 現在

区　　分 項　目 生　　育　　状　　況 評　価　事　項（５段階評価）

水　　　稲
（ふっくりんこ）

稈長
cm

穂数
本/㎡

穂長
cm 遅速 出芽 苗 活着 登熟

本年 79.3 580.2 16.2 4 3 4 3
平年 76.9 590.0 16.2

摘　要 好天により登熟は順調にす
すんでいる比較 103％ 98％ 100％

評価 平年並 平年並 平年並 5日早 やや良 並 やや良 並

馬鈴しょ
（トヨシロ）

いも数
個/株

1個重
g/株 萌芽 品質 規格内 澱粉価

本年 8.6 106.5 3 3 3 4
平年 9.7 96.5

摘　要 好天続き作業順調。肥大は
良好で澱粉価はやや高い比較 89％ 110％

評価 少ない ±0日 並 並 並 やや高

り　ん　ご
（つがる）

縦径
mm

横径
mm

体積
cm3 着花 結実 着果

本年 72.2 81.4 237.2 3 4 4
平年 70.8 79.6 222.8

摘　要 好天により果実肥大は良好
比較 106％
評価 やや大 4日早 中 やや多 やや多

サイレージ用
（とうもろこし）

葉数
　　枚

稈長
cm 出芽

本年 18.6 295.5 5
平年 17.7 276.8

摘　要 高温により生育は進んでい
る比較 105％ 107％

評価 平年並 やや長い 4日早 良
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七
飯
町
は
、
明
治
２
年
に
プ
ロ

シ
ア
（
現
ド
イ
ツ
）
人
、Ｒ
．
ガ
ル

ト
ネ
ル
が　

洋
種
農
作
物
の
栽
培

を
行
っ
た
こ
と
が
、
当
町
に
お
け

る
近
代
農
業
の
契
機
と
な
り
、〝
西

洋
農
業
発
祥
の
地
〞
と
し
て
、
現

在
の
北
海
道
農
業
の
先
駆
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
農
業
の
中
心
は
、
水
稲

を
は
じ
め
大
根
・
人
参
・
ね
ぎ
・
馬

鈴
薯
な
ど
の
畑
作
、
り
ん
ご
・
ぶ

ど
う
な
ど
の
果
樹
、
酪
農
、
畜
産

と
全
般
に
渡
っ
て
お
り
、
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
花
き

栽
培
も
近
年
は
盛
ん
で
す
。

●
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
と
近
代
農

業　
●
七
飯
の
り
ん
ご
の
生
み
の
親
―

ガ
ル
ト
ネ
ル

　

七
飯
の
近
代
農
業
、
ひ
い
て
は

日
本
の
近
代
農
業
の
黎
明
は
、
安

政
２
年
（
１
８
５
５
年
）
の
箱
館

開
港
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
、

七
重
（
今
の
七
飯
）
は
外
国
人
の

遊
歩
地
区
に
指
定
さ
れ
、
外
国
船

に
食
糧
を
供
給
す
る
た
め
、
い
ち

早
く
西
洋
農
法
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

榎
本
軍
と
の
契
約
に
よ
り
、
プ

ロ
シ
ア
人
の
ガ
ル
ト
ネ
ル
が
借
り

入
れ
た
大
規
模
な
耕
地
は
、
箱
館

戦
争
の
後
、
明
治
新
政
府
の
手
に

引
き
継
が
れ
、
七
重
官
園
と
な
り

ま
し
た
。
官
園
で
は
様
々
な
作
物

の
栽
培
を
行
っ
た
ほ
か
、
エ
ド
ウ

ィ
ン
・
ダ
ン
ら
外
国
人
教
師
な
ど

の
指
導
を
受
け
、
農
業
の
近
代
化

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

官
園
は
農
事
試
験
場
の
冠
称

で
、
名
称
は
七
重
開
墾
場
、
七
重

農
業
試
験
場
、
七
重
勧
業
課
試
験

場
と
変
わ
り
な
が
ら
明
治
２
７
年

ま
で
続
き
ま
し
た
。
そ
の
間
日
本

農
業
へ
の
貢
献
は
大
き
く
、
り
ん

ご
や
ぶ
ど
う
な
ど
多
く
の
作
物
を

広
め
る
契
機
に
な
り
ま
し
た
。
七

飯
の
果
樹
は
、
ガ
ル
ト
ネ
ル
の
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
キ
ン
グ
、つ
が
る
、レ
ッ

ド
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、
ど
れ
も
伝
統

と
風
土
が
育
て
た
名
作
で
す
。
ま

た
、
こ
の
農
場
の
実
習
生
た
ち
は
、

の
ち
に
北
海
道
開
拓
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

親
の
後
を
継
い
で
45
年
、
農
業

委
員
に
推
薦
さ
れ
15
年
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
、
委
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
る
の
か
、
反
省
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
農
業
委
員
と
し
て
立
場

の
重
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
等
農
業
交
渉

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
、
石
油
・
肥
料
・
飼
料
等
の
価

格
の
高
騰
な
ど
で
農
業
経
営
は
圧

迫
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
業
情
勢
に
あ
り

ま
す
が
、
農
地
は
単
な
る
生
産
の

場
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
環
境

保
全
等
の
維
持
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
農
業
委
員
会
に
対

し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

二
期
目
を
向
か
え
、
ま
だ
未
熟

で
は
あ
り
ま
す
が
、
月
に
一
度
の

総
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
、
七
飯

町
の
農
地
の
運
用
や
管
理
と
、
毎

月
重
要
な
案
件
の
報
告
・
審
議
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま

す
。

　

農
地
を
守
る
事
は
、
基
本
的
に

は
農
業
者
等
の
管
理
で
あ
る
と
思

■
編
集
後
記

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
２
号
の

発
行
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
農
業
委
員
の
役
割
・
活
動
内

容
等
を
少
し
で
も
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
発
行
に
協
力
を
い
た
だ

い
た
委
員
や
関
係
者
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
良
い
「
委
員
会

だ
よ
り
」
を
作
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
ご
感

想
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

編
集
委
員　

宮
田　
　

学　

　
　

〃
　

青
山　

染
義

　
　

〃
　

小
森　

久
司

　
　

〃
　

芦
野　
　

茂

★
編
集
・
発
行

　

七
飯
町
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
役
場
内
）

　

〒
０
４
１

－

１
１
９
２

　

七
飯
町
本
町
６
丁
目
１

－

１

　

☎
65

－

２
５
１
９
（
直
通
）

　

鯖
65

－

９
２
８
０

い
ま
す
が
、
地
域
皆
さ
ん
の
ご
協

力
や
ご
理
解
、
農
道
や
用
排
水
路

等
の
行
政
や
関
係
機
関
に
よ
る
適

切
な
維
持
管
理
な
ど
に
よ
り
、
後

世
に
優
良
な
農
地
を
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

と
ご
指
導
の
も
と
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

農
業
委
員
の
声

農
業
委
員
の
声

宅見　孝男　委員

芦野　茂　委員

　農業委員会では、農地法
第30条に基づく農地利用状
況調査（農地パトロール）を
平成24年10月中旬に実施い
たします。
　農地利用状況調査は、農
業委員会が毎年町内の農地
の利用状況を確認し、遊休
農地になっている農地の所
有者に対して、耕作等の指
導を行なって行くことにな
ります。
　調査の際には、調査員が
農地等へ立ち入って確認す
る場合がございますので、
何とぞご理解をいただきた
いと思います。
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